
　

当
時
の
江
別
は
、
江
別
駅
前
を

中
心
に
商
店
街
が
軒
を
連
ね
、
活

気
あ
る
ま
ち
な
み
だ
っ
た
。
オ
ー

ト
三
輪
が
駆
け
、
賑
や
か
な
様
子

が
見
て
取
れ
る
。
娯
楽
で
は
、
映

画
や
紙
芝
居
が
人
気
で
、
劇
場
や

紙
芝
居
の
前
に
、
子
ど
も
た
ち
が

詰
め
か
け
て
い
た
。

　

市
制
が
始
ま
っ
た
昭
和
29
年
当

時
、
ま
だ
江
別
に
は
上
水
道
が
な

か
っ
た
。
井
戸
水
を
つ
る
べ
で
く

み
上
げ
る
な
ど
の
方
法
で
、
家
に

水
を
運
ん
で
生
活
し
て
い
た
。

　

そ
ん
な
中
、
昭
和
32
年
11
月
に

初
の
上
水
道
が
通
水
し
た
。
蛇
口

を
ひ
ね
れ
ば
、
家
に
居
な
が
ら
水

を
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
市
制
施
行

に
よ
る
、
大
き
な
生
活
変
化
の
ひ

と
つ
だ
っ
た
。

○昭和 32年 11 月、初めての通水に笑顔がこぼれる。

○江別小学校で

遊ぶ子どもたち。

○昭和 30年代の江別の懐かしいまちなみ。

○紙芝居の前に集まる子どもたち。大人気の娯楽だ。 ○市制施行後初の国勢調査に横断幕が渡る。

○商店での火災、

消火活動中。
○昭和30年頃、れんがに囲まれ手伝いの間に読書。

※
写
真
は
、
市
で
撮
影
し
た
写
真
と
、
市
民
の
方
の

協
力
で
提
供
さ
れ
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。



　

上
の
写
真
は
、
昭
和
28
年
頃
の

江
別
駅
の
写
真
。
駅
舎
は
木
造
建

築
で
、
バ
ス
や
人
々
の
服
装
も
時

代
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

左
上
の
写
真
は
、
昭
和
45
年
8

月
、
江
別
駅
前
の
商
店
街
で
開
催

さ
れ
た
、
買
い
物
公
園
の
様
子
。

商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
に
、
江

別
商
工
会
議
所
の
音
頭
で
開
催
さ

れ
た
歩
行
者
天
国
。
江
別
の
中
央

通
り
に
始
ま
り
、
野
幌
、
大
麻
の

商
店
街
で
も
歩
行
者
天
国
を
続
け

て
開
催
し
、
当
時
の
商
店
街
は
、

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。

　

左
下
の
写
真
は
昭
和
40
年
代
の

江
別
駅
前
通
り
の
写
真
。
市
内
に

建
て
ら
れ
て
い
た
、
火
力
発
電
所

の
煙
突
が
見
え
る
。　

　

野
幌
の
ま
ち
な
み
の
移
り
変
わ

り
に
も
、
特
徴
的
な
写
真
が
残
っ

て
い
る
。

　

左
上
の
写
真
は
昭
和
四
十
年
代

に
国
道
12
号
に
か
け
ら
れ
た
歩
道

橋
の
写
真
。
今
も
変
わ
ら
な
い
形

で
歩
道
橋
は
残
る
。

　

今
と
違
っ
て
い
る
の
は
、
周
囲

の
ま
ち
な
み
。
昭
和
40
年
当
時
は

大
型
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
大
き
な
建

物
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭

和
53
年
に
大
型
ス
ー
パ
ー
が
進
出

す
る
と
、
野
幌
の
ま
ち
な
み
は
大

き
く
変
わ
り
始
め
る
、
国
道
の
沿

線
に
、
飲
食
街
や
商
店
が
立
ち
並

び
、
活
気
あ
る
ま
ち
な
み
へ
と
移

り
変
わ
っ
て
い
っ
た
。



　

北
海
道
の
生
活
と
切
っ
て
も
切

り
離
せ
な
い
、
雪
と
の
関
わ
り
を

紹
介
し
た
い
。

　

左
の
写
真
は
昭
和
30
年
初
頭
の

写
真
。
馬
そ
り
を
利
用
し
て
移
動

し
て
い
る
。
当
時
、
車
が
あ
ま
り

普
及
し
て
お
ら
ず
、
農
家
は
1
頭

馬
を
飼
っ
て
い
た
。
重
機
な
ど
は

な
く
、
大
雪
が
降
っ
た
と
き
は
、

道
が
ふ
さ
が
っ
た
ま
ま
と
な
り
、

馬
そ
り
が
唯
一
の
交
通
手
段
だ
っ

た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
34
年
ご
ろ
に
な

る
と
、
重
機
や
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用

し
て
除
雪
が
は
じ
ま
る
。
左
上
の

写
真
は
商
店
街
除
雪
の
様
子
。
市

か
ら
除
雪
用
の
ト
ラ
ッ
ク
を
借

り
、
人
の
手
で
雪
を
積
み
こ
ん
で

い
る
。
同
年
、
1
月
に
市
の
直
轄

事
業
と
し
て
除
雪
が
始
ま
り
、
住

民
の
協
力
の
も
と
、
全
市
を
あ
げ

て
除
雪
対
策
が
行
わ
れ
た
。

　

年
月
と
と
も
に
、
除
雪
の
手
段

が
改
良
さ
れ
、
現
在
の
江
別
の
交

通
を
支
え
て
い
る
。

○昭和 30年頃、馬そりで物を運んでいる様子。○昭和 34年頃、商店街での除雪作業。

○昭和 36年頃、重機を使った除雪作業。

　

江
別
の
特
徴
的
な
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ

ギ
漁
に
触
れ
た
い
。

　

江
別
の
味
覚
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
、
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
。
そ
の

漁
の
始
ま
り
は
、
江
別
市
史
な
ど

に
よ
る
と
、
明
治
34
年
頃
と
推
測

さ
れ
て
い
る
。
江
別
市
制
以
前
の

町
制
時
代
か
ら
、
貴
重
な
タ
ン
パ

ク
源
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。

　

ま
た
昭
和
32
年
の
市
制
だ
よ
り

に
よ
る
と
、
目
の
疲
れ
を
と
る
薬

魚
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
て
お
り
、

新
潟
、
富
山
方
面
に
売
ら
れ
て
い

た
と
い
う
。
氷
詰
め
で
保
存
し
、

生
き
た
ま
ま
の
も
の
は
、
東
京
な

ど
で
、
か
ば
焼
き
に
し
た
。
今
で

も
懐
か
し
い
味
わ
い
を
求
め
る

フ
ァ
ン
も
多
い
が
、
環
境
の
変
化

な
ど
に
よ
り
、
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
は

希
少
な
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

左
の
写
真
は
、昭
和
30
年
初
頭
、

市
制
施
行
直
後
の
ご
み
収
集
の
様

子
。
当
時
、
ご
み
収
集
の
主
力
と

し
て
馬
車
を
使
っ
て
い
た
。
風
で

ご
み
が
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
網

を
か
け
、
埋
立
地
ま
で
運
ん
で
い

た
。
し
か
し
、
風
が
強
い
江
別
で

は
、
ご
み
が
飛
ば
さ
れ
、
散
乱
す

る
な
ど
の
苦
労
も
あ
っ
た
。

　

ご
み
収
集
に
大
き
な
変
化
が
出

て
き
た
の
は
、
昭
和
36
年
。
風
な

ど
の
対
応
策
と
し
て
、
馬
車
で
の

ご
み
収
集
か
ら
、
ダ
ン
プ
車
で
の

収
集
に
切
り
替
え
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
も
人
口
の
増
加
に
比
例

し
、
ご
み
の
排
出
量
も
増
え
た
こ

と
か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

昭
和
62
年
8
月
に
、
リ
サ
イ
ク

ル
バ
ン
ク
を
開
設
、
家
具
な
ど
の

無
償
提
供
の
仕
組
み
を
確
立
し

た
。
平
成
４
年
ご
ろ
に
は
、
自
治

会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
リ
サ
イ
ク

ル
意
識
も
高
ま
り
、
不
用
品
の
資

源
化
な
ど
が
、
現
在
の
生
活
に
根

付
い
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
、
負

担
の
公
平
化
の
た
め
、
処
分
費
の

有
料
化
は
避
け
ら
れ
ず
、
平
成
16

年
10
月
に
家
庭
ご
み
処
分
が
有
料

化
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。

○昭和 32年頃、ヤツメウナギ漁の仕掛けを引き上げる漁師。

○昭和 38年頃、ごみ収集車でのごみ収集。

○平成４年、フリーマーケットにて。

○
昭
和
30
年
頃
、馬
車
で
の
ご
み
収
集
。



主な鉄道駅名

江
こうとう

当軌道
江別～三原～ 蕨

わらびたい

岱～当別
　※駅名は当時の名称

夕張鉄道
野幌～上江別～下の月～
晩翠～南幌～…夕張本町　など

　

江
別
市
は
、
線
路
に
沿
っ
て
東

西
に
延
び
た
ま
ち
な
み
が
特
徴
。

現
在
は
、
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
が
江
別

の
大
動
脈
と
な
っ
て
、
交
通
を
支

え
て
い
る
が
、
そ
の
昔
に
は
他
に

も
鉄
道
が
あ
っ
た
。
懐
か
し
の
鉄

道
を
紹
介
す
る
。

　

市
制
が
始
ま
る
さ
ら
に
前
の
年

代
、
大
正
15
年
1
月
に
当
別
村
で

江こ
う
と
う当
軌き
ど
う道
の
創
立
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
軌
道
（
小
型
の
鉄

道
を
指
す
）
は
当
別
と
江
別
と
を

結
ぶ
鉄
道
で
、
総
会
か
ら
3
年
近

く
を
か
け
て
竣
工
し
、
営
業
を
開

始
し
た
。
客
車
3
輌
に
26
名
の
客

席
を
設
け
、
大
き
さ
は
現
在
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
と
普
通
の
バ
ス
の
中

間
程
度
。
運
行
は
、
冬
季
を
除
き

1
日
4
往
復
し
て
い
た
。

　

江
別
〜
当
別
間
は
、
当
時
悪
路

で
、
当
別
の
農
産
物
を
迅
速
に
大

量
輸
送
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ

た
。
こ
の
地
域
の
経
済
活
動
、
日

常
生
活
の
両
面
で
活
躍
す
る
が
、

昭
和
9
年
の
11
月
に
札
沼
線
の
開

通
を
節
目
に
廃
業
と
な
る
。

　

こ
の
軌
道
の
史
跡
は
今
も
江
別

市
街
か
ら
江
北
地
区
に
橋
を
渡
っ

た
、
石
狩
大
橋
の
た
も
と
に
残
っ

て
い
る
。
ま
た
、美
原
30
線
の「
軌

道
橋
」
と
い
う
名
前
に
も
残
る
。

　

江
別
の
発
展
を
支
え
た
路
線
を

も
う
一
つ
、
昭
和
5
年
11
月
3
日

に
江
別
で
の
営
業
を
開
始
し
た
夕

張
鉄
道
で
あ
る
。
駅
は
江
別
で
な

く
、
石
炭
の
貯
蔵
場
所
が
確
保
で

き
る
野
幌
に
設
置
さ
れ
た
。
夕
張

鉄
道
の
江
別
開
業
の
日
、
野
幌
駅

前
で
は
盛
大
に
祝
賀
会
を
開
き
鉄

道
の
開
通
を
喜
ん
だ
。

　

夕
張
鉄
道
に
よ
り
、
物
流
の
利

便
性
が
は
る
か
に
向
上
し
た
。
石

炭
の
輸
送
費
が
下
が
り
、
石
炭
価

格
が
安
く
な
っ
た
。
農
産
物
の
輸

送
、
沿
線
住
民
の
移
動
手
段
と
し

て
も
役
立
ち
、
半
世
紀
も
の
間
、

江
別
の
生
活
と
産
業
を
支
え
た
。

　

し
か
し
、
石
炭
の
需
要
減
と
自

家
用
車
の
普
及
に
伴
い
、
夕
張
鉄

道
も
徐
々
に
活
気
を
失
い
、
昭
和

49
年
4
月
、
旅
客
輸
送
が
廃
止
、

翌
年
昭
和
50
年
3
月
に
は
貨
物
輸

送
を
含
め
全
線
廃
止
と
な
っ
た
。

鉄
道
が
撤
去
さ
れ
た
土
地
は
、
昭

和
58
年
に
現
在
の「
き
ら
ら
街
道
」

と
し
て
道
路
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

「
き
ら
ら
街
道
」
の
北
海
鋼
機
前
、

街
道
に
沿
っ
て
、
夕
張
鉄
道
時
代

の
鉄
道
信
号
機
が
今
も
残
る
。

　

最
後
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
野
幌
駅
。
左
端
の
写

真
は
、昭
和
40
年
ご
ろ
の
野
幌
駅
。

右
に
夕
張
鉄
道
、
左
に
Ｊ
Ｒ
が
停

車
し
て
い
る
貴
重
な
写
真
。

　

現
在
、
江
別
の
顔
づ
く
り
事
業

で
、
野
幌
駅
周
辺
は
生
ま
れ
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
。
現
在
の
線
路

は
高
架
に
な
り
、
南
北
の
往
来
は

格
段
と
便
利
に
な
っ
た
。

○平成 26年、きらら街道に残る鉄道信号機。

○昭和 30年、江別を駆ける夕張鉄道のディーゼル機関車。

○昭和 40年、野幌駅３番ホームに夕張鉄道が停車している。 ○平成 25年、線路高架後の野幌駅に電車が停車している。

夕張鉄道
ＪＲ函館本線

江当軌道

大麻駅

野幌駅

高砂駅
江別駅

江別 ※江当軌道の史跡が
現在もこの場に残る

三原（当時の駅名）

豊幌駅

岩見沢市へ

札幌市へ

南幌町へ

石狩川

石狩大橋

当別町へ

上江別

下の月



よ
う

　

江
別
の
代
表
的
な
産
業
の
ひ
と

つ
に
、
れ
ん
が
が
あ
る
。

　

江
別
の
れ
ん
が
製
造
が
始
ま
っ

た
場
所
は
江
別
太
、
現
在
の
東
光

町
に
建
設
さ
れ
た
れ
ん
が
工
場

だ
っ
た
と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
。
現
在
の
覚
良
寺
（
東
光
町
）

か
ら
れ
ん
が
が
多
数
掘
り
出
さ

れ
、
そ
の
中
に
「
江
別
太
煉
化
石

工
場
製
」
と
刻
印
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
工
場
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
残
さ
れ
た
文
献
な
ど
か
ら
、

そ
の
工
場
が
あ
っ
た
の
は
、
明
治

24
年
ご
ろ
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

れ
ん
が
産
業
の
転
機
は
、
明
治

20
年
代
後
半
か
ら
30
年
代
に
か
け

て
、
野
幌
に
れ
ん
が
工
場
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
原
料
と
な

る
粘
土
が
豊
富
で
、
燃
料
の
石
炭

も
、
夕
張
鉄
道
を
利
用
し
て
効
率

よ
く
供
給
で
き
る
環
境
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
野
幌
に
複
数
の
工

場
が
建
ち
、
競
い
合
い
な
が
ら
れ

ん
が
産
業
は
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

昭
和
30
年
代
、
江
別
市
制
が
始

ま
り
を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
、
野
幌

駅
の
周
辺
に
は
、
10
か
所
以
上
の

粘
土
窯
業
工
場
が
、
高
い
煙
突
か

ら
煙
を
上
げ
て
い
た
。

　

こ
の
こ
ろ
、
主
に
製
造
さ
れ
て

い
た
の
は
、
赤
れ
ん
が
、
普
通
に

見
か
け
る
四
角
い
れ
ん
が
で
、
建

材
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

　

30
年
代
後
半
に
な
る
と
、
セ
メ

ン
ト
や
、
タ
イ
ル
な
ど
の
新
建
材

が
普
及
す
る
。
耐
久
性
が
高
く
、

安
価
な
製
品
が
れ
ん
が
に
立
ち
替

わ
っ
て
い
っ
た
。
昭
和
40
年
代
に

は
、
れ
ん
が
の
需
要
は
年
々
減
少

し
て
い
き
、
工
場
数
も
昭
和
42
年

に
は
5
工
場
ま
で
減
っ
た
。
し
か

し
、
昭
和
50
年
代
に
は
、
れ
ん
が

の
温
か
み
が
見
直
さ
れ
、
市
内
に

は
現
在
も
れ
ん
が
の
ぬ
く
も
り
あ

る
建
物
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

　

野
幌
で
長
年
培
っ
て
き
た
、
窯

業
技
術
は
、
江
別
市
の
陶
芸
文
化

の
開
花
へ
つ
な
が
る
。
道
立
工
業

試
験
場
野
幌
分
場
で
の
陶
芸
研
修

制
度
も
あ
り
、
昭
和
40
年
代
か
ら

50
年
代
に
か
け
て
、
市
内
で
続
々

と
開か

い
よ
う窯
さ
れ
、
野
幌
公
民
館
で
も

屯
田
窯
を
開
窯
す
る
。
公
民
館
で

陶
芸
サ
ー
ク
ル
の
活
動
が
活
発
に

な
り
、
江
別
に
陶
芸
文
化
が
根
付

き
始
め
る
。
市
民
層
に
伝
わ
っ
た

陶
芸
熱
は
、
平
成
2
年
に
第
一
回

と
な
る
や
き
も
の
市
を
開
催
す
る

力
と
な
っ
た
。
や
き
も
の
市
は
、

道
内
有
数
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、

今
年
25
回
目
を
迎
え
る
。
陶
芸
へ

の
熱
意
は
今
も
燃
え
続
け
て
い

る
。

　

平
成
6
年
に
は
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。
よ
り

身
近
に
本
格
的
な
や
き
も
の
を
体

験
で
き
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

陶
芸
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

○昭和 50年代、ふれあい陶芸教室での親子。○平成25年セラミックアートセンターで作品づくり。

○
昭
和
30
年
頃
の
れ
ん
が
工
場
の
内
部
。

○
昭
和
30
年
後
半
の
れ
ん
が
工
場
内
部
で
の
土
管

づ
く
り
の
様
子
。

○
昭
和
38
年
頃
、
屋
外
の
れ
ん
が
乾
燥
。

○
昭
和
61
年
、
れ
ん
が
工
場
の
煙
突
が
空
へ
の
び
る
。



　

こ
れ
ま
で
江
別
市
は
、
経
済
成

長
や
人
口
増
加
を
前
提
に
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

し
か
し
、
一
段
と
進
む
少
子
高
齢

化
の
中
、
江
別
市
の
人
口
は
、
平

成
17
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い

る
。

　

将
来
人
口
推
計
で
は
、
10
年

後
の
平
成
35
年
の
人
口
は
、
平
成

22
年
の
人
口
よ
り
約
９
千
人
減
少

し
、
約
11
万
5
千
人
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
こ
れ
か

　
江
別
の
あ
の
日
、
日
本
全
国
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、

年
表
と
と
も
に
振
り
返
る
。

年
代

江
別
の
あ
の
日

日
本
全
国
の
出
来
事

江
別
市
政
の
施
行
開
始
。

第
１
回
市
民
運
動
会
・
文
化
祭

を
開
催
。

第
1
回
全
日
本
自
動
車
シ
ョ
ー
開
催
。

大
麻
団
地
が
起
工
、
12
月
に
大

麻
団
地
に
第
一
期
の
入
居
開
始
。

第
18
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
東
京
大

会
開
催
。

東
海
道
新
幹
線
開
業
。

市
庁
舎
が
高
砂
町
に
移
転
。

国
鉄
大
麻
駅
開
業
。

日
本
の
人
口
1
億
人
を
突
破
。

ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日
。

江
別
市
旗
制
定
・
江
別
市
民
憲

章
告
示
。

市
役
所
大
麻
出
張
所
の
開
設
。

川
端
康
成
氏 

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
。

郵
便
番
号
制
度
実
施

青
年
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル
開

業
。

第
11
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
札

幌
大
会
の
開
催
。

上
野
動
物
園
で
パ
ン
ダ
初
公
開
。

グ
レ
シ
ャ
ム
市
と
姉
妹
都
市
の

盟
約
調
印
。

王
貞
治
氏
756
本
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
世

界
記
録
を
達
成
。

土
佐
市
と
友
好
都
市
盟
約
調
印
。

新
東
京
国
際
空
港
（
成
田
空
港
）

開
港
。

第
1
回
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
開
催
。

水
道
庁
舎
開
設
。

石
狩
湾
新
港
開
港
。

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
使
用
開
始
。

第
1
回
江
別
や
き
も
の
市
開
催
。

道
央
自
動
車
道
、
札
幌
〜
旭
川
間

全
線
開
通
。

え
ぽ
あ
ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
。

消
費
税
率
が
3
％
か
ら
5
％
へ
引

き
上
げ
。

江
別
市
制
50
周
年
を
迎
え
る
。

家
庭
ご
み
の
有
料
化
開
始
。

駒
澤
大
学
附
属
苫
小
牧
高
等
学
校

が
高
校
野
球
大
会
優
勝
。

昭
和
29
年　

（
１
９
５
４
年
）

昭
和
47
年　

（
１
９
７
２
年
）

昭
和
53
年　

（
１
９
７
８
年
）

昭
和
52
年　

（
１
９
７
７
年
）

昭
和
57
年　

（
１
９
８
２
年
）

平
成
2
年　

（
１
９
９
０
年
）

平
成
9
年　

（
１
９
９
７
年
）

平
成
16
年　

（
２
０
０
４
年
）

昭
和
41
年　

（
１
９
６
６
年
）

昭
和
39
年　

（
１
９
６
４
年
）

昭
和
43
年　

（
１
９
６
８
年
）

ら
の
江
別
市
を
担
う
15
歳
未
満
の

年
少
人
口
や
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
生
産
年
齢
人
口
は
大
き
く
減
少

す
る
一
方
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
人
口
は
、
平
成
35
年
に
は
35.5
％

と
な
り
、
約
3
人
に
1
人
は
高
齢

者
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
こ
れ
か
ら
の
江
別
市
を
ど

の
よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
く
か
。

　

10
年
後
の
め
ざ
す
ま
ち
の
姿
と

そ
の
ま
ち
の
姿
を
実
現
す
る
た
め

の
基
本
方
針
を
示
し
た
の
が
「
え

べ
つ
未
来
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
（
第

６
次
江
別
市
総
合
計
画
）」
で
あ

る
。

　
「
え
べ
つ
未
来
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
は
「
協
働
」
と
「
戦
略
性
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
め
ざ
す
10
年

後
の
将
来
都
市
像
を
「
み
ん
な
で

つ
く
る
未
来
の
ま
ち　

え
べ
つ
」

と
定
め
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
時
代
に

あ
っ
て
も
、
江
別
市
が
持
つ
優
位

性
を
最
大
限
に
活
か
し
た
戦
略
的

な
取
組
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
江

別
市
に
「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け

た
い
、
ぜ
ひ
住
ん
で
み
た
い
」
と

思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
す
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
た
め
に
、
江
別
市
に
関
わ
る
す

べ
て
の
人
や
団
体
が
協
力
し
て
、

み
ん
な
で
未
来
に
向
か
っ
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
江
別
を
、
み
ん
な

で
一
緒
に
作
っ
て
い
き
た
い
。

江別市の将来人口推計

詳しい内容は、各公共施設に設置した、
「えべつ未来づくりビジョン」をご覧ください。
江別市ホームページからもご覧になれます。

　

写
真
と
と
も
に
、
江
別
市
制
の

60
年
間
を
少
し
ず
つ
紹
介
し
て
き

た
。
記
事
で
は
書
き
き
れ
な
い
ほ

ど
の
た
く
さ
ん
の
出
来
事
が
、
江

別
市
に
は
あ
る
。
紹
介
し
き
れ
な

か
っ
た
歴
史
を
60
年
の
時
間
の
流

れ
と
と
も
に
伝
え
た
い
。

　

江
別
で
あ
る
出
来
事
が
起
き
た

と
き
、
日
本
全
国
で
は
何
が
あ
っ

た
か
を
表
に
し
て
お
伝
え
す
る
。
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